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        実在か？ハートの女王　本田智子

        民放ニュースウォッチング　中本誠二
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        私たちは黙っていない　寄せられた声

    
    


    
        号外の刊行にあたって　四方輝夫

        　先日、創刊準備号を出したばかりの「口からでまかせ」が、いきなり号外を出すことの意味とは、いったいなんでしょうか？　しかも、メディア批判を専門にしながら、メディアを応援するというのですから、ますます意味がわかりません。

        　以下に十月十日付の産経新聞の記事を引用してみましょう。※赤の傍線は筆者

        　　　

        （平成二六年十月十日付産経新聞朝刊より引用）

        　

        　ご覧の通り、何の落ち度もない加藤前支局長が、言論の自由を保障しない隣国の政府によって、不当に抑留されています。

        　なるほど、私たちはメディア批判を標榜しています。が、それもあくまで、自由なメディアあってのことであります。ご存じの通り今回は、日本の報道機関が、日本国内向けに、日本語で書いた記事に対して、韓国の検察が、韓国の国内法を無理やり適用し、日本の報道人の身柄を抑留しているのです。考えられますか？

        　誰が見ても馬鹿の骨頂、狂人に刃物です。

        　今の韓国は、独立国という大人の身体と筋力に、幼児の脳が接続された、恐るべき隣人です。しかも、この不気味な隣人によって不当に脅かされているのは、日本の言論の自由なのです。この状況を放置すれば、加藤前支局長の指摘する韓国メディアの傾向に見る通り、わが邦人メディアの一部言論もまた、抑圧を余儀なくされるでしょう。公然と言論弾圧を行う共産中国が、新たに隣に増築されるようなものですね。ご承知の通り、中国の情報が偏っていることはしばしばですが、私たちは概ね「言論の自由のない中国でのことだから、しょうがない」と考え、日本の現地記者の報告に対しても、割り引いて考える習慣を持っています。つまり私たちは、自由が制限されたメディアに対しては、思いままに批判することができないということを、すでに知っているのです。これに韓国が加わり、次は沖縄の言論か・・・と思うとき、私たちは、断じてこの状況を甘く見てはならない、ということに気付かされるのです。

        　東アジアで唯一、言論の自由が保障されている、かけがえのない祖国日本の思考空間を守るため、私たちは、拙くも声を上げることにしました。

        　平成二十六年十月十日　四方輝夫

    

    
        実在か？ハートの女王　本田智子

        　

        　産経新聞ソウル支局長が、朴大統領に対する名誉棄損の疑いで、韓国検察に在宅起訴された発端は、ある韓国内の急進的愛国派民間団体による告発だ。ところが、この団体からして、海外のメディアを告発しようというのに、問題の内容について、正確を期した形跡がまったくない。さらに今回、告発した団体が参考にしているのは、韓国に関する海外報道をソース元に無断で翻訳し、何の断りもなく反政府的な見解を付して韓国内に紹介する、数ヶ月前にできたばかりのネット媒体の記事だという。

        　今回のケースも御多分に洩れず、日本人向けの産経新聞系ネットメディアに掲載された記事を、問題の韓国系ネットメディアが、産経新聞に無断で翻訳、反政府的な見解を付け加えて発信した。

        　外国語で書かれたマイナーメディアの記事を原文で確かめるような奇特な日本人はいないだろうとばかり、都合の良い部分だけを切り取って繋ぎ合わせるなどの手段を用いて作成した変造記事などが、これまでに多数確認されている。

        　こうした言語ギャップの隙を突いた歪曲記事や煽動記事は、これからも無くなることはないだろう。

        　ともあれ韓国の当局は、産経の日本語記事をつぶさに確認した上で、司法としての判断を下したのだろうか？　産経新聞によると、韓国の検察当局は、問題の韓国系ネットメディアが配信した当該記事の作成に関わった人物をも、捜査対象にしたという。それにしても、この問題の人物と、産経新聞のソウル支局長を、同じ容疑で起訴するのだとしたら、順序の面からも、論理整合の面からも、ほとんど異常の域だ。不思議の国のアリスに登場するハートの女王が、比喩でなく実在する国、それが韓国ということか。それとも韓国の検察当局とは、ノイローゼなのだろうか。

        　トランプの軍隊に囚われた加藤前支局長の、一刻も早い帰国を願っている。

    

    
        民放ニュースウォッチング　中本誠二

        　

        　産経新聞の加藤前ソウル支局長が、韓国当局から、朴槿恵大統領への名誉毀損の疑いで起訴されたことを受け、日本テレビ・テレビ朝日・ＴＢＳ・フジテレビの民放４局が、１０月９日夕方６時前後の全国ニュース枠で、どのように事件を伝えたのか、ウォッチングしてみました。なお筆者はテレビ東京系のネット地域外に在住のため、４局のみ視聴しました。

        　この日のニュースでは、台風１９号関連、ノーベル文学賞関連、ノーベル物理学賞関連、高円宮妃典子さまご結婚等が各局毎に取り上げられ、その他、アスベスト訴訟や各種事件を、一部報じていました。

        　驚いたことに、加藤前支局長関連のニュースをトップで報じた局はなく、最も早かったのは日本テレビ「ニュースｅｖｅｒｙ」で、次いでフジテレビ「スーパーニュース」、ＴＢＳ「Ｎスタ」の順でした。テレビ朝日「スーパーＪチャンネル」では、夕方６時前後の全国枠では報じなかったのか、あるいは私が見落としたのか、ついに確認できませんでした。

        　日本テレビ「ニュースｅｖｅｒｙ」では、海外のメディアがどのように伝えているのかを主に報じていましたが、驚くべきことに（正常な感覚を持っている報道機関なら当然かもしれませんが）韓国メディアが、実に真っ当な報道で、自国の司法および政府の姿勢を糾弾している点が、印象的でした。

        　次に報じたフジテレビ「スーパーニュース」では、フジ・サンケイグループとして身内の関わる事件であることに起因するのか、産経新聞および加藤前支局長側に立脚した報道が主な内容でした。加藤氏や菅官房長官のコメントを伝え、問題とされた記事の正当性と韓国当局に対する批判をメインに報じていました。

        　３番目に報じたＴＢＳ「Ｎスタ」では、大きなニュースが終わった後、その他のニュースを流すコーナーで、菅長官のコメントを流すなどしながら、ほぼナレーションのみ、１分程度の放送時間でした。

        　残念ながら、このニュースに触れているところを筆者が目撃できなかったテレビ朝日「スーパーＪチャンネル」では、終始、国内の事件ネタを中心に報じていました。ただ、この番組は元々国内の事件ネタを報じる傾向が強いため、普段通りの報道だと言われれば、そうかもしれません。

        　それにしても、報道の自由は民主主義の根本だと常々言い続けているテレビメディア各局が、最も理不尽な形で報道の自由を踏みにじられている現実を前に、なんと平然と構えている事でしょうか。事の重大さを認識しているとはとても考えられない報道姿勢に、ただただ呆れるばかりと言おうか、最後には情けなくなってきます。今回の事件に関していえば、報道の自由という観点をひとまず措くにしても、邦人が、根拠皆無の疑惑によって、帰国の自由さえ奪われている、歴とした人権問題なのです。

        　この日、各局が共通して大きく時間を割いていたのは、ノーベル文学賞関連のニュースでした。見ると、英国ブックメーカーからの映像です。村上春樹氏の受賞オッズを、各局押し並べて報じているではありませんか。

        　実にくだらない！

        　メディアがそんな姿勢だから、拉致被害者だって増えていったんです。絶対に許してはいけない、譲ってはいけない大問題の現場を正しく、詳細に伝える姿勢を放棄してしまっては、なし崩し的に権力者の横暴が足場を得てしまいます。そうさせないためにも、警鐘を鳴らす役割を、公器たるメディアは担うべきなのではないでしょうか。

        　夕食時でもありますから、明るい話題やお茶の間受けするニュースを提供しようとの意図があったのかも知れませんが、ブックメーカーのオッズを流しているほどヒマがあるのなら、わが国メディアの存立に関わる大問題を、噛み砕いて伝える時間は、十分に取れるはずです。少なくともフジテレビは、系列メディアが詳細なソースを融通してくれる立場であるとの自覚をもって、加藤前支局長や、産経新聞の主張を、大々的に発信し続けて貰いたいところです。

        　２０分ほどのニュース枠から、現代日本のテレビメディアの病理を垣間見た、そんな夕方でした。加藤前支局長の早期帰国と、一時も早い名誉の回復を祈るばかりです。

        　もっとも、あの国に褒められる方が、よほど名誉の問題に関わるのかも知れませんが。

    

    
        恐怖政治の国・韓国　林田和浩

        　

        　韓国の検察当局が、産経新聞の加藤前ソウル支局長に帰国不能状態を強いて、随分になります。

        　では加藤前支局長が、一体何をしたのでしょう？

        　朝鮮日報が報じた記事を引用し、日本国内で流通される産経新聞内のコラムを、日本語で書いただけです。

        　ところが引用先の朝鮮日報はお咎めなしで、産経新聞の加藤氏のみ、人権を不当に侵害され、謂れなき拘留を受けています。

        　

        　この事件を見るだけで、韓国という国が明確な形で浮かび上がるでしょう。

        　

        　法の下の平等という、民主主義・法治国家の常識、前提を守る事すら知らず、時の権力者の恣意によって人を弾圧し、裁く恐怖政治。

        　日本人というだけで人権を侵害され、差別の対象になる大差別国家。

        　ただコラムを書いただけで起訴されるおぞましさは、学生を戦車でひき殺した共産中国に匹敵する蛮行国家と言えるでしょう。

        　

        　こうした韓国の振る舞いは自由と平等、民主主義と平和に対する真正面からの挑戦です。

        　それはすなわち、実に７０年近くを穏健に過ごしてきた日本人に対する明白な敵対行為であり、私たちの平和な暮らしを脅かす意図を持った、精神的侵略と言えましょう。

        　自分の暮らしを思い浮かべて下さい。

        　家族との平和な時間、何気ない幸福に満たされた日常、日本国民であれば誰しもが手にできるはずのこれらを破壊し尽そうというのが、韓国の本当の姿です。

        　大げさでしょうか？

        　本当にそう思うのなら、記者がその記事を書いた旨をもって拘留され、起訴される国がどこにあり、どんな国か調べてみてはいかがでしょう。

        　世界の果てでは、普通の人々を洗脳し、爆弾を抱えさせて、やはり普通の人々を殺す事で世間を混乱させ、自らを肥え太らせるテロ組織が棲息しています。そんな連中がやる事と、原理的に同じ事をやっているのです、私たちの隣の国が。

        　

        　危機感を持ち、声を上げましょう。

        　前途に暗雲立ちこめる加藤前支局長の立場は、未来の日本人全体の立場です。

        　テロに屈しない産経新聞に、惜しみない賛辞と声援を。今現在も韓国に抑留され続けている加藤前支局長に勇気を。

        　政府にあっては、すぐさま外相と官房長官が憂慮と遺憾の意を表明するとともに、韓国に対し、厳重に抗議の旨を伝えました。この流れを政治まかせにせず、国民の声によって、安倍政権の断固たる姿勢を後押しし、加藤さんの救出につなげましょう。

        　テロに屈すれば、次の対象は私たちなのです。

        　自分だけではありません、親、兄弟、恋人…近しい人たち、愛する人たちの暮らしが危険に晒されるのです。

        　彼らの蛮行を許してはならないのです。

    

    
        正しき故に弾圧された産経　四方輝夫

        　

        　事態の本質は、韓国政府が思いついた朝日新聞救済作戦の一環です。

        　私たちは、この危険な隣国の救いがたい蛮行に対し、断じて間違ったメッセージを発してはなりません。私自身は潔斎し、覚悟を決めました（皆さんはマネする必要はありません）。私は隣国の、相も変わらぬ白痴じみた言論弾圧をこれ以上は看過しませんし、間違いなく産経新聞も、腹を括っていることでしょう。

        　そも、彼ら祖国を奉じる記者たちの、長年にわたる陰日向ない働きによって、私たちは、日本というかけがえのない祖国を正常化するきっかけを、ようようにして手に入れたのです。いま加藤前支局長のために何もできないなら、私は、死んだ方がマシです。

        　相手は野蛮な人治国家の政治的狂人です由、加藤さんの身の上については、まったく予見不可能ですし、すべきでもありません。私が皆さんにお願いするのは、報道のために命を削り、事に当たってきた産経新聞記者のために祈りを捧げることと、励ましのメッセージを寄せることです。

        　

        　ここで断じて、心を折られてはなりません。

        　私は一層、心を強くして、あくまで日本を取り戻す機会を、守り抜くつもりでおります。

        　

        　現在、ならず者国家・韓国が狂躁しているのも、安倍政権が正しかったからに他なりません。盲目の巨人と称された日本ですが、いつまでも、目を閉じたままではいないでしょう。

        　

        　言論の自由が遍く保障されているこの日本で、つい先日も「もの言えぬ社会を許すな」等と、昆虫並みにトンチンカンなギャグを撒き散らしていた反日左翼ですが、今回こそは、みずからの言葉をよくよく噛みしめるべきでしょう。「もの言えぬ社会」の主とは、誰でしょうか？　誰がどうみても、隣国の狂人と、その仲間ではないのですか？

        　次いで、私たちの家のすぐ隣に、かくも無残な狂人国家を創り出した朝日新聞とＮＨＫ、その他無自覚な反日メディアの面々は、自身の血塗られた手を見つめるべき時を迎えています。

        　私の祖国を汚し、辱め続けて、いつまでもタダで済むと思わないでくださいね。

    

    
        私たちは黙っていない　寄せられた声

        　

        田村 修

        信じられない蛮行です。産経新聞を心より支持いたします。

        　

        加藤 良彦

        お～い、何とか言ったらどうだ潘国連事務総長！

        　

        Akira Harada

        愚かです。大統領府と世論の意向がリーガルマインドの上位概念にきてます。国の政治決定が「感情」で決まるという、危うい流れになってますね。

        韓国との外交関係を警戒する国が出てくることでしょうね。

        　

        Hinako Ando

        いまも李朝時代と変わらない「韓国」「朝鮮半島」の姿に戦慄を覚えます。加藤氏のご無事をひとえにお祈りいたします。

        　

        入交 哲司

        韓国大使館に抗議します！

        　

        安井 晶子

        私は民族差別は大嫌いですが、こんな方法で脅迫する国家を軽蔑します。

        今まで言論の自由を声高に騒ぎ立てていた左巻きインテリ人はこの件に関してなんと言ってるんでしょうかね。

        　

        後藤 和人

        産経が名誉毀損なら、朝鮮日報、東亜日報、ハンギョレなども日本でも同様に名誉毀損に当たりますね。

        　

        古川 勝博

        本件は中国・韓国の盟友である朝日新聞を窮地に追い込んだ産經新聞への報復措置の一環で実施されたものです。一昔であれば戦争になってもおかしくない事件です。韓国は日本と同じ言論の自由がある民主主義国家ではなく、発展途上国で独裁政権の国です。民度も低く世界で最も反日国家なのです。このような国とまともに付き合う必要はありません。日本人の美徳である惻隠の情は通用しないので徹底的に弾圧を加えるべきです。先ずは経済制裁から始めましょう。国家レベルの制裁は時間を要するので身近な韓国製品の不買運動から始めませんか。我家では昔から強姦大国である韓国への渡航を禁止しております。産經新聞並びに加藤前ソウル支局長には決して韓国政府の横暴に屈する事無く頑張って頂きたい。日本国民の多くは加藤記者を応援しております。

        　

        Yoshikazu Kira

        韓国の政治の未熟さを全世界にさらしているようなもの。きっと自分たちに自信がないのだろう。

        　

        村本 成行

        報道には、報道で返した仕打ちが、言論人に対する弾圧。これは、世界的にも発信すべきです。韓国政府と朴政権に、世界の言論界を敵に回したことを知らしめるべきです。

        　

        齊藤 和彦

        許しがたい暴挙です。でも数日前、ソウルで市民が押しかけて「加藤を国外退去にせよ」とシュプレヒコールを上げたそうですね。利害が一致しました。暴動でも起こして欲しいぐらいです。それにしても、なんという自家撞着！

        　

        Hirotaka Matumoto

        南朝鮮に拉致されたと判断しております。

        遺憾と言う都合の良い言葉では、国民は護れません。

        竹島の即時返還を前面に出した、制裁発動を望みます。

        南北朝鮮とは、あらゆる価値観を共有することが無理だと明白になった現在、我が国の選択する道は、主張するべきを主張し、間違いを正して行く事でしょう。

        半島とは、未来永劫無縁になる事が良いと思います、邦人、企業を引き上げた後、互いの大使館を閉鎖し、それぞれの価値観に乗っ取って繁栄、もしくは没落して行きましょう。

        物乞いするのに、相手を恫喝する民族とは、金輪際付き合う必要はありません。

        　

        Henry Kagami

        人質をとるのが彼らの常套手段とは言え、今回の加藤支局長の起訴については断じて許すべきでないと思います。

        国交断絶、日本企業の総撤退も含めて戦うべきです。

        しかし、逆の見方をすると、南朝鮮は外交的にも、

        経済的にも相当追い込まれているのでしょうね。

        　

        高橋 知良

        国際世論を味方につけられないか？少なくともASEAN 、ドイツ、オーストラリア、台湾、アメリカ共和党・・・

        　

        上江洲 安紀

        加藤支局長の為に糾弾して行きましょう！

        　

        伊達 諒

        韓国を、許すことなどとうていできません。

        産経新聞の姿勢を支持します。

        　

        中島 高明

        韓国の横暴、断じて許すまじ！

        今回、韓国当局による産経新聞加藤元ソウル支局長に対する起訴は、民主主義に対する冒涜、言論弾圧に留まらず、我が日本国に対する不当な挑発、挑戦だと考えます。

        断固、抗議します。

        韓国当局は速やかに起訴を取り下げ、産経新聞並びに日本国に謝罪することを要求します。

        　

        田川 孝司

        是非とも、国民運動を！

        日本政府は、小さなこととして動かないのであれば、国民運動をするしか無いと、皆さんと同じ思いです。地道ではありますが、一人朝日から読売に今月から変えさせました。産経は馴染みが無いからと、なかなか難しいのが現実ですね。

        今回の韓国政府の言論弾圧、人権無視について、大人の対応などととんでもない発言をしている自民党幹部、もう任せていられません。大げさかもしれませんが、これは有事です。国民運動を展開し、ほとんどの日本人は本気で怒ってる事を国際社会に訴えましょう！竹島の二の前は絶対にしてはなりません。皆さん、声をあげましょう！

        　

        Naomi Watanabe

        私は 朴槿恵が嫌いです。

        そしてそれを 支える 韓国政府が嫌いです。

        せっかく 両国民が 歩み寄った 素晴らしい 行いを こんなにしてしまった 朴槿恵を 許せません。

        　

        佐藤 暢彦

        我々日本国民は、韓国の筋違いな横暴を断じて許さない。

        韓国にとって今こそ、過去の我が国に対する数々の過ちを反省、謝罪し清算するチャンスである。

        　

        宇田川 忍

        怒りで言葉を失っています。

        　

        芦内睦彦

        韓国による非民主主義行為は国際社会で激しく非難されなければならない。

        独裁政権の始まりであり、まして検察如きがこのような判断を下す事は、日中記者交換に関する取り決めの如く言論統制の最たるもので日本国としても絶対に容認してはならず、遺憾の意などの言葉にてお茶を濁すなど以ての外である。断交を見据えた経済制裁等にて強い姿勢を見せなければならない！

        　

        佐藤和夫

        今回の加藤ソウル支局長への起訴は慰安婦問題で朝日新聞が窮地に立たされていることに、援護射撃するような意図が見え見えです。重大事故の際に大統領がどのような行動を採ったかは報道機関として当然追いかける話ですし、知る権利を求める韓国の人々や世界の人々に対する責任でもあります。名誉棄損と言われますが、韓国の報道をなぞったもので韓国の報道はお構いなしでは筋が通りません。言論の自由を自分の思惑で壊そうと言う民主主義国家として有りえない所業です。日本国民は慰安婦問題が捏造された上に日本の言論機関に権力を行使して起訴に踏み切ったことで韓国への信頼は完全に断ち切れました。日韓関係にとって何ら益にもならないこうした処置を一刻も早く取り消すことこそ韓国の将来の為とご忠告致します。

        　

        高島 恵子

        韓国の外国人記者はこの処分に抗議していると。結局、見せかけばかりの先進国で、やっていることは宗主国支那と変わらず…それよりもたちが悪い。四方さんの「朝日新聞のリベンジ」的見方には大いに納得します。

        　

        竹島 良知

        高島さん、先進国ではありません（笑）

        衰退途上国です！

        　

        伊藤 修一

        この女の姑息な陰謀ですかね！これでも大統領ですか？北朝鮮よりも酷い恐怖政権ですね。韓国とは国交断絶を！

        　

        鈴木 一也

        安倍政権には、在韓大使召還などの処置で厳しい態度をもって臨んで欲しいものです。

        昨日ＢＳフジで加藤元ソウル支局長のお姿を視ました。長い軟禁にも疲れた様子も見せず、淡々と状況を語られるその姿は、平常心そのままでした。実に立派なものです。

        そして昨今のアジア大会でのアンフェアと、この不当な言論弾圧により、韓国は異常な国家であるという認識が世界に広がっています。

        安倍内閣は毅然とした態度を以てこれに臨み、韓国に対して順次制裁処置を行うよう願いたいものです。

        　

        Shinsaku

        自由に国外に出られないという点で、北とやっていることは同じ。北は拉致を認めたが、その後の対応は不誠実極まりないもの。今回の件も、国外で出られないようにしているという点では、「拉致」。日本政府はこういう視点を持って対応するべき。韓国人の国内資産凍結も、その一つかと。

        　

        多田 幸浩

        セウォール号の沈没とその後の救助活動の不手際、哀しく思っていましたが、そんなことにはお構いなく、自分の醜聞を国内メディア（朝鮮日報）に晒されたことを紹介した、第三国のメディアに対して八つ当たりをしてきました。

        しかもそのタイミング。

        朝日新聞の捏造報道を認めた直後から始まり、日本が青色ＬＥＤに対しての三名へのノーベル賞受賞に喜んでいるところに水を差すかのような今回の起訴。

        余程のコンプレックス感情を感じます。

        野々村元議員の号泣会見のように大騒ぎして、自分の醜聞を世界中に知って貰いたいのかも知れませんが、邦人の危機が迫っていると思うと笑ってもいられません。

        この時点で日本は、加藤前支局長を日本に戻し、起訴の取り下げを強く求めて、然るべき対応を図っていただきたいと思います。

        同じ土俵に上がる必要はありませんが、この基準で行くと韓国のメディアは全て、天皇陛下に対しての名誉毀損で吊るし首ですね。

        呆れて、ポカンな国です。

        　

        木村 晴美

        私も祈ります。

        ただ何が情けないって、自分の回りを見回したとき、この件にあまりにも興味が薄く『怒るなんてはしたない』『相手にしなきゃいいんだよ』みたいに、他人事のような日本人がまだまだ実際には多くいるという現実。基地外国家に対しては言うまでもないですが、この事実が涙が出るほど悔しいのです。

        　

        偏屈 かもね

        一人の力は小さいですが、一企業に韓国が戦時賠償を強弁した時よりも更に、自民党へ申し入れ、韓国進出企業にポリシーを問い、座して頬被りする野中、二階、額賀、クソ左翼などの媚中婀韓派を糾弾し、問い詰めねばなりません！

        ゲス：村山富一政権で文部省に侵入した、国賊：日教組による道徳教育破棄と授業妨害が、今回のような有事に際して、国威の発揚を阻害する、不利な要因として作用します。

        同じ国民の危機に際して、何ら痛痒を感じぬだけでなく、狂人国家：韓国の行為に疑問も挟まず、唯々諾々とＫ－ＰＯＰや韓国ドラマに親しみ、敵国製品たるキムチやらを始めとした韓国料理や、サムスンやＬＧやらのスマホを喜んで購入する…自分には末法の世とさえ感じる程に、人心が自己中心的な方に傾いています。(怒)

        韓国を敵性国家と認識できず、あまつさえ売国奴：舛添要一の如きに首都の行政を委ねるとなど、自殺行為とも感じずに受け入れ…（泣）

        微力ながら…叶う範囲で韓国製品の不買と、バ韓国の糾弾を続ける所存です。

        　

        藤野 佳子

        昨夜の「報道ステーション」は、嬉々としてこの問題をとりあげていました。

        「いくら言論の自由と言っても、これは酷いですね」って、今まで自分たちが安倍総理や婦人に何を言ってきたのか！　すっかり記憶にないようです。

        そして、朝鮮人へのヘイトスピーチは問題にするくせに、「あべしね」とか、ブルドーザーデモと称して、安倍総理のお面をブルドーザーで敷きながらのデモは問題視しないあたり、ダブルスタンダードもはなはだしいい！

        今、前支局長が何を食べられているか、心配です。アジア大会ですら、賞味期限切れやサルモネラ弁当が出る国ですから・・・。

        　

        佐橋 恵子

        自分と同じ事に、同じように怒りを持っている方がいらっしゃっると安心します。

        私はこの問題ひとつとっても国交断絶で結構！と思っています。

        もし国内の社長さんで怒りを表明して

        「韓国との取引は、止める！」と言ってくれる方がいたら、私はその会社の製品は一生使います。

        産経新聞販売部の砂山様が、「販売部でもこの問題に抗議するチラシを作りたいな」とＦＢに上げてキャッチコピーを考えていたので、

        「有志で作った方がインパクトがあるのじゃないですか？」と投稿させて頂きました。

        私はそのような会が立ち上がったらお手伝いでチラシ配りでもなんでもするつもりです。

        　

        三浦 茂与志

        能減流親朝昼無根拠弾圧症に値する陰痴気国家に必ずや鉄槌を！

        口からでまかせ・号外

        　

        平成二十六年十月十一日

        編集発行人・四方輝夫

        ＣＡＰＥＳ出版CAPES Inc,

        http://p.booklog.jp/users/capes-pub
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